














宰が 1945年 8月初旬から 1946年 11月まで津軽で疎開していた時期に執筆された小説や戯曲に
焦点をあてて，そこにあらわれた聖書の引用箇所に注目し，その位相を確認していきたい。
　津軽疎開時代8） と呼ばれるこの時期に太宰は小説としては「パンドラの匣」（初出：「河北新









































































































































































































































































































































































































































14）1946年 5月 12日，佐々木金之助宛書簡／『太宰治全集 12　書簡』（筑摩書房，1999）所収
15）『太宰治全集 12　書簡』（筑摩書房，1999）所収
16）「冬の花火」について太宰は井伏鱒二に書簡（1946.5.1）で「戦後の絶望を書いて見ました。」
と語っている。
